
脳卒中片麻痺などの患者さんが日常生活で補装具を使用されている例は少なくありません。
補装具は身体機能や生活環境の変化に伴い不適合となったり、補装具自体の劣化・破損が

生じることがあります。補装具を不適合なまま使用し続けると、キズや痛みが生じたり、歩行
が不安定になったりします。
装具外来では、リハビリテーション科専門医・理学療法士・義肢装具士が合同で患者さん

の身体機能を確認し、適切な補装具をご提案したり、補装具の修理や再作成を行っています。
在宅生活において補装具の作成が必要な方や作成から年数が経過しメンテナンスが必要な

方がいらっしゃいましたら、当外来へ一度ご相談ください。

愛仁会リハビリテーション病院

次のような方はおられませんか？

● 使用中の補装具が合わなくなってきた

● 使用中の補装具に不具合がある

● 補装具を新たに作成したい

● 補装具に関して聞きたいことがある

● 今の補装具が合っているのか確認したい など

毎週月曜日 13：30～ 15：00
毎週木曜日 13：00～ 15：15
※月・木とも祝日は除きます

診察 補装具
チェック

動作
確認

アドバイス・
指導など問診

補装具に関するご相談・ご予約はこちらまで

装具外来のご案内

補装具とは

身体の欠損又は損なわれた身体機能
を補完または代替し、かつ長期間に
わたり継続して使用される用具で、具
体的には車椅子や下肢装具、義足、
義手などです。

車椅子 長下肢装具 短下肢装具 義足

ど


